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議会　第 190 号　令和 5年 4月 14 日

3月定例議会提出議案・審議結果報告（全員賛成◎　賛成多数〇　認定・承認□　　単位：千円切り捨て）

議案・報告 件　　　　　　名 内　　　　　　　　容 結果

議案
第１号

松川村課設置条例の一部を改正する条例 DX 課の新設。 ◎

議案
第２号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例

消防団員の待遇改善に関する改定。 ◎

議案
第３号

松川村会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例

人事院の勧告による。 ◎

議案
第４号

松川村敬老祝金条例の一部を改正する条
例

遺族に対しては弔慰金を払えるように改
正。

◎

議案
第５号

松川村国民健康保険条例の一部を改正す
る条例

40.8 万円を 48.8 万円。 ◎

議案
第６号

松川村消防団員の定員 , 任免 , 給与 , 服務
等に関する条例の一部を改正する条例

団員の費用弁償を報酬に改正。 ◎

議案
第７号

長野県町村公平委員会を共同設置する地
方公共団体の数の減少及び規約の変更に
ついて

団体の統合による減少。 ◎

議案
第８号

大町市及び松川村における北アルプス
連携自立圏形成に係る連携協約の一部
を変更する協約の締結の協議について

3事業を松川村の事業として実施。 ◎

議案
第９号

令和４年度松川村一般会計補正予算（第
7 号）

歳入、歳出それぞれ 4730 万円追加し 48
億 1337 万円とする。

◎

議案
第 10 号

令和４年度松川小・中学校電子黒板購入
の契約の締結について

契約金額 1155 万円とする。 ◎

議案
第 11 号

令和 5 年度松川村一般会計予算 42 億 4300 万円とする。 ◎

議案
第 12 号

令和 5 年度松川村国民健康保険特別会
計予算

9 億 6050 万円とする。 ◎

議案
第 13 号

令和 5 年度松川村後期高齢者医療特別
会計予算

1 億 3310 万円とする。 ◎

議案
第 14 号

令和 5 年度松川村公園墓地造成事業特
別会計予算

312 万円とする。 ◎

議案
第 15 号

令和 5 年度松川村特定環境保全公共下
水道事業特別会計予算

6億880万円とする。 ◎

議案
第 16 号

令和 5 年度松川村水道事業会計予算
営業収益 1 億 7525 万円、営業費用 1 億
3801 万円、営業外収益 2434 万円、営業
外費用 2575 万円、収入 157 万円

◎

議案
第 17 号

松川村放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

厚生労働省の法律改正によるもの ◎

議案
第 18 号

松川村家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

厚生労働省の法律改正によるもの ◎

議案
第 19 号

松川村特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

厚生労働省の法律改正によるもの ◎

報告
第１号

令和 5 年度各会計予算について
議案等審査特別委員会に付託された事件
について慎重に審議の結果、承認すべき
ものとして若干の意見を付した。

□
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議会　第 190 号　令和 5年 4月 14 日

令和 5 年度 一般会計予算を審議
（議案等審査特別委員会審査報告）

「美しい自然とともにみんなが明るく幸せに満ちた村」のために42億4,300万円

【新】ＤＸ推進事業 1500 万円
国や県と歩調を合わせ、村民の利便性向上と業務の効率化を図る。

【 新 】 子 育 て 訪 問
支援事業 127 万円
養育支援が必要な家庭へ
子育て支援員が訪問

【新】出産・子育て
応援事業 600 万円
妊娠と出産時にそれぞ
れ 5 万円給付する出
産・子育て応援給付金
創設

これら事件について慎重に審議の結果、承認すべきものとして若干の「意見書」を付した。

［共通事項］
○ DX 課の新設により、住民の利便性向上を期待するとともに、取り残される者のないように配慮されたい。

○移住・定住促進事業の更なる促進を図られたい。

○子育て訪問支援事業の新規事業を評価し、更なる充実に期待する。

［個別事項］
（総務課）
○消防団員の処遇改善が、組織の活性化に繋がるように努められたい。

○災害対策事業としての受信機の更新、多層配信システム整備に期待する。

（学校教育課）
○高等学校等通学費補助事業への増額を評価する。

○学校給食費助成事業への増額を評価する。更に無償化に向け前進することを期待する。

○小学校 150 周年記念事業の成功と更なる学校教育充実を期待する。

項　目 内　容 5年度当初予算

国際交流推進事業 台湾・鹿港鎮への中学生派遣事業。 1185 万円

地域おこし推進事業 地域外の人材を積極的に誘致 (4 月 1 日時点 11 名）。 5094 万円

移住定住促進事業
移住定住補助金や結婚新生活支援補助金、空き家改
修等補助金を継続し、更なる移住定住の促進を図る。

1991 万円

子ども未来センター運営事業 妊娠期から 18 歳までの間の支援体制の一本化。 3139 万円

商工会補助金
商工会が新設した起業・創業支援制度で村商工業の
活性化と雇用の創出を図る。

1250 万円

災害対策事業
防災行政無線戸別受信機の更新や多層配信システム
整備工事。

3984 万円

高等学校通学費助成事業
高校等に通う生徒の保護者に 1 人当たり 2 万円 (1 万
円増額 ) を助成

504 万円

小学校１５０周年記念事業
小学校・教育委員会・PTA 協力の記念事業と自衛隊
音楽隊による演奏会。

156 万円

学校給食助成事業 児童・生徒 1 人当たり４. ６万円 (1 万円増額 ) を助成 3234 万円

この他の主な事業
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3月定例会  一般質問

議会　第 190 号　令和 5年 4月 14 日

矢や

ぐ

ち口
あ
か
ね

子
ど
も
達
は
今
・
・
・

Ｑ　
認
定
こ
ど
も
園
の

預
か
り
で
、
“
満
１
歳
未

満
児
は
、
愛
着
形
成
に

お
い
て
重
要
な
時
期
な

の
で
、
親
が
手
元
で
育

て
て
欲
し
い
”
と
の
見

解
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

Ａ　
(

村
長)

「
三
つ
子

の
魂
百
ま
で
」
と
言
う
。

事
情
が
あ
る
家
庭
は
相

談
し
て
欲
し
い
。

Ｑ　
コ
ロ
ナ
禍
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
一

人
一
台
の
端
末
事
業
が

間
に
合
っ
た
が
、
現
在

は
。

Ａ　
小
中
学
校
で
日
常

的
に
使
用
。
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
自
宅
待
機
、

不
登
校
気
味
の
子
ど
も

が
別
室
で
視
聴
。
学
習

保
障
と
し
て
も
有
効
で

あ
る
。

Ｑ　
全
国
で
不
登
校
児

童
生
徒
が
最
多
24
万
人

超
。村
の
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　
全
国
平
均
よ
り
高

い
県
と
同
様
増
加
傾
向
。

特
に
中
学
校
で
高
い
。

Ｑ　
子
ど
も
の
学
習
・
生

活
支
援
事
業
と
は
何
か
。

Ａ　
社
協
を
中
心
と
し

た
、
あ
ら
ゆ
る
困
窮
す

る
子
ど
も
へ
の
事
業
で
、

15
名
が
登
録
。
学
習
支

援
を
始
め
子
ど
も
が
取

組
み
た
い
事
に
、
支
援

員
が
対
応
。
様
々
な
変

化
が
見
ら
れ
、
自
信
が

つ
く
子
ど
も
も
。
学
校

に
戻
る
だ
け
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
い
。

(

教
育
長)
成
果
が
見
ら

れ
、
期
待
大
の
事
業
。

支
援
員
を
確
保
し
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
松
川
村
温
泉
施
設

「
す
ず
む
し
荘
」
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
老
朽
化
に
伴
う
施

設
全
体
の
長
寿
命
化
を

計
り
、
３
億
円
の
範
囲

内
で
改
修
実
施
予
定
。

機
械
化
整
備
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
バ
リ

ア
フ
リ
ー
等
を
目
指
し

て
、
実
施
し
て
い
く
中

で
検
討
し
て
い
く
。
住

民
の
福
祉
と
健
康
増
進

＆
観
光
の
両
面
を
考
慮

し
て
運
営
し
て
い
く
温

泉
施
設
整
備
基
金
の
減

少
に
つ
い
て
は
、
近
年

コ
ロ
ナ
化
に
よ
る
、
貸

付
料
が
減
っ
て
い
る
こ

と
が
主
な
要
因
。
四
年

後
、
指
定
管
理
者
と
の

契
約
満
了
時
に
お
い
て

体
制
を
整
え
て
公
募
の

上
、
無
償
譲
渡
を
考
え

て
い
る
。（
国
か
ら
の
補

助
金
で
行
っ
た
事
業
な

の
で
、
有
償
譲
渡
不
可
。

補
助
金
で
の
事
業
の
た

め
返
済
が
生
じ
る
。）

Ｑ　
「
県
立
高
校
の
統

合
・
再
編
」
後
の
、
新

校
誘
致
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
計
画
は
有
り
ま
す
。

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が

ら
、
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
。
力
強
く
頑
張

り
た
い
。

【
提
案
】「
奨
学
金
を
返
済

し
て
い
る
村
在
住
者
を
支

援
す
る
制
度
の
新
設
」　

若

者
の
移
住
・
定
住
促
進
を

促
す
目
的
で
、
返
済
す
る

奨
学
金
の
補
助
を
す
る
制

度
。

宮み
や

﨑ざ
き

　
昭あ

き

利と
し

・一般質問の様子を松川村ホームページ内の松川村議会「議会中継」で見ることができます。

・QR コードからアクセスして各議員の一般質問の様子をご覧ください。

一
般
質
問　

８
人
の
議
員
が
登
壇　

令
和
５
年
３
月
17
日
・
20
日

※
原
稿
は
本
人
の
責
任
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
す
。
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議会　第 190 号　令和 5年 4月 14 日

一
般
質
問　

８
人
の
議
員
が
登
壇　

令
和
５
年
３
月
17
日
・
20
日　
　
　

※
原
稿
は
本
人
の
責
任
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
す
。

新
た
な
地
方
創
生

Ｑ　
来
年
度
の
予
算
編

成
の
考
え
方
は
。

Ａ　
対
前
年
比
の
村
税

４
・
７ 

固
定
資
産
税
４
・

３
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
税

金
は
国
際
交
流
、
移
住

定
住
促
進
、
子
育
て
応

援
、
災
害
対
策
、
高
校

通
学
補
助
、
学
校
給
食

費
助
成
、
商
工
会
補
助
、

小
学
校
１
５
０
周
年
記

念
事
業
等
で
、
村
民
の

皆
さ
ん
へ
還
元
す
る
考

え
方
で
あ
る
。

Ｑ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
枚
数
率

は
。

Ａ　
２
月
28
日
時
点
で

61
・
９
％
。

Ｑ　
医
療
機
関
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き

る
の
は
何
件
。

Ａ　
村
周
辺
で
13
件
。

Ｑ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
医

療
機
関
で
対
応
は
。

Ａ　
医
療
機
関
へ
令
和

５
年
９
月
ま
で
に
導
入

義
務
を
厚
生
省
が
通
知
。

Ｑ　
紙
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
本
格

移
行
は
。

Ａ　
令
和
６
年
秋
公
表
。

Ｑ　
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
は
。

Ａ　
住
民
票
と
印
鑑
証

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

を
５
月
以
降
に
予
定
。

Ｑ　
Ｇ
Ｘ
の
取
組
み
は
。

Ａ　
令
和
６
年
度
に
計

画
策
定
予
定
。

Ｑ　
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
策
定
は
。

Ａ　
目
標
設
定
を
す
る
。

梨な

し

だ

子
田
長お

さ

お生

令
和
５
年
度
予
算

Ｑ　
予
算
に
込
め
た
思

い
は
。

Ａ　
住
民
の
意
見
を
よ

く
聞
き
、
必
要
な
と
こ

ろ
に
お
金
を
か
け
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
の
声

が
聞
こ
え
る
よ
う
努
力

し
て
行
き
た
い
。

　

お
金
は
貯
め
る
の
で

な
く
、
使
っ
て
福
祉
向

上
に
努
め
て
い
き
た

い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Ｑ　
「
資
格
確
認
書
」

発
行
や
、
再
交
付
の
仕

方
は
。

Ａ　
国
か
ら
具
体
的

な
指
針
が
示
さ
れ
て
な

い
。

Ｑ　
カ
ー
ド
取
得
は
任

意
で
、
強
制
で
き
な
い
。

拒
否
や
不
安
を
持
つ
人

も
い
る
な
か
で
、
全
村

民
取
得
を
貫
く
の
か
。

Ａ　
申
請
は
個
人
の
判

断
に
よ
る
。
国
の
受
託

事
業
な
の
で
申
請
受
付

は
す
す
め
て
行
く
。

今
後
、
地
区
ご
と
に

回
っ
て
申
請
や
相
談
を

受
け
付
け
る
の
で
利
用

し
て
ほ
し
い
。

Ｑ　
村
は
住
民
の
利
便

性
向
上
を
目
指
し
て
い

る
が
、
国
は
個
人
情
報

を
ま
る
ご
と
管
理
し
企

業
と
と
も
に
利
用
す
る

の
で
、
本
人
の
意
に
反

す
る
利
用
が
懸
念
さ
れ

る
。

　

住
民
の
不
利
益
に
な

る
よ
う
な
国
か
ら
の
指

示
に
は
意
見
を
あ
げ
て

ほ
し
い
。

Ａ　
住
民
の
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
物
を

言
っ
て
い
く
。

上う

え

だ田
　
治は

る

美み

福
祉
医
療
制
度

Ｑ　
現
在
松
川
村
で

の
子
供
の
医
療
費
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

Ａ　
医
療
窓
口
で
の

受
給
者
負
担
額
に
つ
い

て
は
レ
セ
プ
ト
毎
一
律

５
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
病
院
、
薬
局
等

で
の
保
健
医
療
分
の
窓

口
負
担
が
５
０
０
円
に

満
た
な
い
場
合
や
保
健

対
象
外
の
方
に
関
し
て

は
そ
の
額
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
。

Ｑ　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
濃
厚
接
触

者
に
な
り
無
症
状
で
も

医
療
機
関
に
か
か
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
り

負
担
が
増
え
た
こ
と
に

関
し
て
は
ど
う
お
考
え

か
。

Ａ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
し
ま
し
て

は
そ
れ
ぞ
れ
ご
負
担
が

あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
は
第
５
類
に

移
行
に
な
る
の
で
状
況

は
変
わ
っ
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。

Ｑ　
福
祉
医
療
制
度

の
子
供
の
医
療
費
の
補

助
を
増
や
し
て
頂
き
た

い
。

Ａ　

(

村
長)

財
源
が

見
つ
か
れ
ば
０
円
で
も

結
構
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
か
良
い
財
源
が

あ
っ
た
ら
教
え
て
頂
き

た
い
で
す
。

三み

さ

き崎
　
千ち

照あ
き

15 議会だより



議会　第 190 号　令和 5年 4月 14 日

一
般
質
問　

８
人
の
議
員
が
登
壇　

令
和
５
年
３
月
17
日
・
20
日　
　
　

※
原
稿
は
本
人
の
責
任
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
す
。

自
治
区
・
自
治
組
合

の
現
状
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て

Ｑ　
村
内
の
自
治
組

合
の
加
入
現
状
は
役
員

の
高
齢
化
が
一
段
と
進

み
、
自
治
組
合
加
入
者

が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
自
治
組

合
活
動
が
出
来
な
く
な

る
。
認
識
は
。

Ａ　
役
員
の
な
り
手

不
足
に
よ
り
加
入
率
の

低
下
は
承
知
し
て
い

る
。

今
後
自
治
組
合
加
入
拡

大
に
む
け
て
努
力
す

る
。

Ｑ　
平
成
29
年
の
一

般
質
問
の
な
か
で
、
高

齢
を
理
由
に
自
治
組
合

脱
退
す
る
世
帯
が
多
い

と
の
質
問
あ
り
、
そ
の

後
の
対
応
策
は
。

Ａ　
文
章
配
布
の
削
減

集
金
業
務
の
削
減
、
公

民
館
事
業
の
見
直
を
し

た
。

Ｑ　
各
種
行
事
に
参
加

出
来
な
い
「
区
」
も
あ

り
「
こ
れ
を
契
機
に
「
行

政
区
再
編
」
の
検
討
は
。

Ａ　
区
長
の
中
で
も
現

状
の
ま
ま
で
い
い
、
合

区
が
い
い
、
と
の
意
見

が
あ
る
。
昨
年
か
ら
区

長
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
て
、
区
の
諸
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
村

と
し
て
、
す
ぐ
に
再
編

成
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
。

　

組
織
を
見
直
し
、
令

和
６
年
か
ら
土
木
部
長

と
環
境
衛
生
部
長
を
統

合
す
る
案
は
了
解
済
み

で
あ
る
。

平ひ
ら
ば
や
し林

　
泉い

ず
み

村
政
姿
勢

Ｑ　
農
林
水
産
物
海
外

輸
出
に
つ
い
て
。

Ａ　
ラ
オ
ス
訪
問
の
趣

旨
は
、
従
来
か
ら
の
取

引
の
御
礼
、
輸
出
は
手

応
え
が
あ
っ
た
。

Ｑ　
肥
料
価
格
高
騰

総
合
緊
急
対
策
に
つ
い

て
。

Ａ　

国
７
割
、
県
２

割
と
市
町
村
に
よ
っ
て

１
割
の
補
填
諸
条
件
が

違
う
が
、
当
村
は
一
率

１
万
８
千
円
を
交
付

済
、
今
後
県
の
状
況
を

注
視
し
検
討
。

Ｑ　
ち
ひ
ろ
公
園
の
将

来
展
望
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
イ
ベ
ン
ト
の
多
様

化
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
宣
伝
等
活

性
化
施
策
を
構
築
。

Ｑ　
旧
ト
ン
ボ
玉
跡
地

の
売
却
に
つ
い
て
。

Ａ　
現
段
階
で
は
、
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

の
申
請
は
不
採
択
、
再

度
各
種
事
業
計
画
・
補

助
事
業
等
変
更
を
含
め

再
検
討
。

Ｑ　
Ｄ
Ｘ
国
の
交
付

金
・
事
業
メ
ニ
ュ
ー
は
。

Ａ　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
、

未
来
構
想
整
備
交
付

金
、
社
会
保
障
番
号
シ

ス
テ
ム
等
多
種
事
業
検

討
を
行
っ
て
計
画
的
に

進
め
る
。

Ｑ　
Ｇ
Ｘ
推
進
対
策

は
。

Ａ　
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
に
よ
り
地
方
公

共
団
体
実
行
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
補
助
金
活

用
や
事
業
内
容
の
詳
細

な
吟
味
を
し
て
決
定
。

平ひ
ら
ば
や
し林 

幹み
き

張は
る

安
全
・
安
心
の
村
づ
く
り

Ｑ　
18
年
前
に
「
犯

罪
被
害
者
等
基
本
法
」

が
定
め
ら
れ
、
多
く
の

市
町
村
が
「
犯
罪
被
害

者
支
援
条
例
」
制
定
の

必
要
性
を
感
じ
つ
つ

も
、
具
体
的
な
動
き
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

「
犯
罪
被
害
者
支
援
条

例
」
の
制
定
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
松
川
村
の

考
え
は
。

Ａ　
村
で
具
体
的
な

ケ
ー
ス
が
発
生
す
れ

ば
、
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
対
応
す
る
。
条

例
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
状
況
を
見
て
判

断
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
世
代
支
援
策

Ｑ　
「
乳
幼
児
等
（
18

歳
ま
で
）
の
医
療
費
」

の
窓
口
自
己
負
担
額

に
つ
い
の
公
表
資
料

に
よ
る
と
、
５
０
０
円

の
と
こ
ろ
が
圧
倒
的

に
多
く
、
３
０
０
円
が

15
町
村
、
０
円
が
17
市

町
村
で
す
。
松
川
村
も

全
て
の
乳
幼
児
等
を

無
料
に
し
て
欲
し
い

が
、
と
り
あ
え
ず
体
力

的
に
も
ひ
弱
で
風
邪

等
些
細
な
症
状
で
も

頻
繁
に
病
院
に
か
か

る
こ
と
の
多
い
、
未
就

学
児
を
無
料
に
し
て

い
た
だ
け
な
い
か
。

Ａ　
子
ど
も
は
全
部

５
０
０
円
に
し
て
い

る
状
況
の
中
で
、
未
就

学
児
だ
け
０
円
に
す

る
と
い
う
考
え
方
は

持
っ
て
い
な
い
。
無
料

に
す
る
と
い
う
希
望

は
わ
か
っ
た
。

山や
ま
な
か中

　
伯の

り

行ゆ
き

16議会だより



松川響岳太鼓ばち納め演奏会 12 ／ 11 議員　　　　　　　9 名

年末交通安全運動交通指導 12 ／ 16 社会福祉文教委員　2 名

社会福祉協議会理事会 12 ／ 21 梨子田議員・矢口議員

主権者教育　中学校打合せ 12 ／ 23 議長・三崎議員

池田町「シェアベースにぎわい」視察 　1 ／ 10 議員　　　　　　　4 名

青少年育成村民運動推進大会 　1 ／ 14 議員　　　　　　 11 名

松川村消防団　出初式 　1 ／ 15 議員　　　　　　 11 名

12 月定例会　報告会 　1 ／ 15 議員　　　　　　 11 名

まつかわ花咲まつり実行委員会 　1 ／ 19 三崎議員

松川村農業再生協議会 　1 ／ 20 平林幹張議員

町村議会広報研修会 　1 ／ 24 議会報常任委員

松糸道路陳情活動 　1 ／ 27 議長

小学校ＩＣＴ教育　見学 　1 ／ 30 議員　　　　　　　9 名

議員視察研修 1 ／ 31 ～ 2 ／ 1 議員　　　　　　 12 名

大北農業パワーアップ研修会 　2 ／  2 議員　　　　　　 11 名

北アルプス広域連合議会運営委員会 　2 ／  8 議長

観光協会ウォーキング部会 　2 ／  9 石腰議員

スポーツ少年団表彰式 　2 ／ 11 議長・社会福祉文教委員

松川響岳太鼓子供会　壮行演奏会 　2 ／ 12 議員　　　　　　 10 名

池田松川施設組合議会 　2 ／ 13 正副議長・社文正副委員長

国保運営協議会 　2 ／ 15  上田議員

北アルプス広域連合議会 2 月定例会 　2 ／ 16  議長・副議長・山中議員

消防委員会 　2 ／ 16  山中議員

高瀬広域水道企業団定例会 　2 ／ 17  議長・副議長

母親の会　懇談会 　2 ／ 21 社会福祉文教委員　他 2 名

穂高広域施設組合 2 月定例会 　2 ／ 22 副議長

長野県町村議会議長会定期総会 　2 ／ 22 副議長

大北社会福祉事業協会評議員会 　2 ／ 27 議長

上下水道委員会 　3 ／  1 小山議員

防災講演会 　3 ／  1 議員　　　　　　　9 名

中学校卒業証書授与式 　3 ／ 15 正副議長・社会福祉文教委員長

小学校卒業証書授与式 　3 ／ 16 正副議長・社会福祉文教委員長

松川響岳太鼓子供会　全国大会 　3 ／ 19 正副議長

鼠穴橋開通式 　3 ／ 21 正副議長・総建正副委員長

認定こども園松川北 . 南保育園卒園式 　3 ／ 23 議長

議会　第 190 号　令和 5年 4月 14 日

活動のひとこま 12 月から 3 月に行った主な議会の活動

町村議会広報研修会　（１／２４）

　１） 講義　「議会広報の基本と編集」

　２） 議会だよりクリニック

　　 講師　広報コンサルタント　芳野 政明氏

住民の関心と理解を深める広報紙を目指し技能

の習得及び紙面の充実方法を学ぶ

議員視察研修　（１／３１～２／１）

議事堂内　見学＆衆議院予算委員会質疑傍聴

「銀座ＮＡＧＡＮＯ」　視察

長野県７７市町村へのＩターン・Ｕターン情報

他の提供窓口（ふるさと回帰支援センター）

17 議会だより



全国表彰を受けました

本会議の様子を
インターネットで
無料配信しています。

「松川村議会」
で検索してください。

　

 

議
会
報
の
表
紙
は
、

村
の
施
設
と
そ
の
施
設

で
働
く
人
が
登
場
し
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！

調理場での作業の様子
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　松川村議会が 2 月、全国町村議会議長会

から表彰を受けました。

　松川村議会が受賞するのは昭和 61 年以

来 37 年ぶりで、特別表彰３議会に次ぐ表

彰で全国 18 議会が表彰を受けました。（全

国 926 町村議会）

　政策づくりと監視機能を十分に発揮して

いる議会、住民に開かれた議会を目指した

取り組みが評価されたとのことです。

　先輩議員の積み重ねた努力の結晶の成果

で、表彰に恥じないよう引き続き改革と活

性化に取り組み、開かれた議会を今後も目

指していきます。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
猛
威
が
、
三
度
目
の

春
を
迎
え
ま
し
た
。
発
症
患

者
数
減
少
と
変
異
ウ
イ
ル
ス

減
少
が
顕
著
で
感
染
レ
ベ
ル

が
小
康
期
へ
の
引
下
な
ど
規

制
緩
和
が
な
さ
れ
た
一
方
で
、

激
変
し
た
産
業
・
経
済
、
紛

争
に
よ
る
国
際
情
勢
悪
化
が

及
ぼ
し
た
影
響
が
大
き
く
の

し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
大

会
で
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝
し

選
手
の
力
強
い
活
躍
が
、
大

き
な
勇
気
や
活
力
を
与
え
て

国
内
外
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
続
く
で
あ
ろ
う
各
種
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
耐
え

に
耐
え
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
日
本
人
の
底
力
に
よ
り
大

き
な
飛
躍
を
導
き
出
し
経
済

の
再
生
・
復
活
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。　
　
　

平
林
幹
張

議
会
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

茅
野　

靖
昌

副
委
員
長　

小
山　

育
一

委
員　
　
　

石
腰　

隆
史

　
　
　
　
　

平
林　

幹
張

　
　
　
　
　

宮
﨑　

昭
利

編 

集 

後 

記

池田松川学校給食センター
　池田松川学校給食センターは、松川中学校に併設され、

平成 25 年 4 月より稼働を開始しています。　松川村と池

田町の小学校 3 校、中学校 2 校に給食を供給しています。

　職員は宮澤事務局長、事務職員はじめ栄養士、アレル

ギー栄養士、調理師 13 名（現在 1 名欠員）の全員で 18

名です。特に、アレルギーの子供たちにも配慮した人員構

成になっています。その他に配送運転士 2 名が働いてい

ます。

　調理室に入るときは白衣に着替え、粘着ローラーを使っ

て互いの背中などの付着物（髪の毛など）を取り、エアシャ

ワーを浴びて入室します。

　給食で困るのは異物の混入です。地場産野菜などを多

く取り入れていることもあり、新鮮であると同時に虫も混

入してくることがあります。そのため洗浄、調理の段階が

一番気を使います。

　衛生面では年度初めなど、要所要所、職員皆でマニュ

アルを確認し、保健所の職員による衛生講習会を実施して

いるため、食中毒やアレルギーでの事故は起きていません。

　給食を食べている 5 校それぞれの児童、生徒からメッ

セージや写真をいただくことが給食センターで働く職員の

励みになっていますが、特に毎年松川小学校の児童から、

冊子形式で届く感謝の言葉は一番の励みになっています。

　子どもたちの成長を食の面から支えるため、献立作成

や調理など、職員が心を込めて日々行っています。

18議会だより


